
登
記
相
談
は
事
前
予
約
を

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張

所
の
登
記
相
談
予
約
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

　

登
記
相
談
を
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
相
談
日

　

月
・
水
・
金
曜
日

　
（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

○
相
談
時
間

　

午
前
９
時
～
正
午

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張
所

　

☎
（
62
）
０
２
１
９

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
無
料
検
査
の
お

知
ら
せ

　

出
水
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗

体
無
料
検
査
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

○
日
時　

平
成
27
年
12
月
２
日（
水
）

　
　
　
　

17
時
～
19
時

○
場
所　

出
水
保
健
所
（
北
薩
地

域
振
興
局
出
水
庁
舎
本
館
１
階
）

○
費
用　

無
料

○
申
し
込
み
方
法　

電
話
（
要
予
約
）

※
検
査
は
匿
名
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
検
査
結
果
は
即
日
で
わ
か

り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
予
約
先

　

出
水
保
健
所

　

☎
（
62
）
１
６
３
６
（
内
線
２
０
５
）

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療

機
器
総
合
機
構
の
救
済
制
度

相
談
窓
口
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
３ 

月
31
日
ま
で
に
、

市
町
村
の
助
成
に
よ
り
、
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
、

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種

し
た
人
の
う
ち
、
接
種
後
に
何
ら

か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
人
は
、
接
種
と
の
関
連

性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療
費
・

医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
心
当
た
り
の

あ
る
人
は
、
具
体
的
な
請
求
方
法

等
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
医

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
救
済

制
度
相
談
窓
口
に
至
急
お
問
い
合

わ
せ
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

　

☎
０
１
２
０
（
１
４
９
）
９
３
１

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
３
（
３
５
０
６
）
９
４
１
１

　
（
有
料
）

切
ら
ず
に
治
せ
る
「
が
ん
陽

子
線
治
療
」

　

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
指
宿
（
指
宿

市
）
の
「
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際

陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
で
は

２
０
１
４
年
４
月
の
本
格
稼
動
か

ら
１
５
８
０
名
を
越
え
る
患
者
さ

ん
の
陽
子
線
治
療
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
陽
子
線
は
従
来
の
放
射
線

と
は
異
な
り
、
身
体
の
中
を
通
過

せ
ず
に
止
ま
る
性
質
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
止
ま
る
位
置
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い
う
物

理
特
性
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
身

体
の
中
の
が
ん
病
巣
の
み
を
狙
い

撃
ち
で
き
る
の
で
、
ま
わ
り
の
正

常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

治
療
中
は
痛
み
や
熱
な
ど
何
も
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
鹿
児
島
県
に
お
い
て

は
、
平
成
23
年
４
月
よ
り
「
陽
子

線
治
療
」
を
受
け
や
す
い
環
境
を

整
備
す
る
た
め
、
患
者
さ
ん
ま
た

は
そ
の
家
族
な
ど
が
、
銀
行
な
ど

か
ら
治
療
費
の
借
り
入
れ
を
行
っ

た
場
合
の
利
子
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
「
粒
子
線
が
ん
治
療
費
利

子
補
給
事
業
」
も
開
始
さ
れ
て
い

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療

セ
ン
タ
ー
（
指
宿
）

　

☎
０
９
９
３
（
24
）
３
４
５
６

オ
フ
ィ
ス
鹿
児
島
（
鹿
児
島
市
加

治
屋
町
）

　

☎
０
９
９
（
２
１
０
）
７
６
１
５

労
働
者
派
遣
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

派
遣
と
い
う
働
き
方
、
お
よ
び

そ
の
利
用
は
、
臨
時
的
・
一
時
的

な
も
の
で
あ
る
こ
と
の
考
え
の
も

と
で
、
常
用
代
替
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
派
遣
労
働
者
の
よ
り
一

層
の
雇
用
の
安
定
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
労
働
者
派

遣
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
改
正
日

　

平
成
27
年
９
月
30
日
施
行

○
改
正
の
主
な
内
容

・
労
働
者
派
遣
事
業
は
許
可
制
に

　

一
本
化

・
派
遣
労
働
者
の
雇
用
安
定
と

　

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

・
よ
り
わ
か
り
や
す
い
派
遣
期
間

　

制
限
の
見
直
し

・
派
遣
労
働
者
の
均
衡
待
遇
の
強
化

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
需
給
調
整
事
業
室

　

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
８
７
１
１

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
第

67
回
人
権
週
間
で
す

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本

的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確

保
す
る
た
め
に
、
世
界
の
全
て
の

人
々
と
全
て
の
国
々
と
が
達
成
す

べ
き
共
通
の
基
準
と
し
て
、
昭
和

23
年
12
月
10
日
の
第
３
回
国
際
連

合
総
会
で
採
択
さ
れ
、
今
年
で
67

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、「
人
権
デ
ー
」

を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週

間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
広
く
国
民
に
呼
び
か
け
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

図
っ
て
い
ま
す
。

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓

発
週
間
」
で
す

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深

め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連

携
し
つ
つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人

権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、

そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
平
成
18
年
６
月
に
、「
拉

致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
が
定

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
毎
年
12
月

10
日
か
ら
同
月
16
日
ま
で
を
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
喫
緊

の
国
民
的
課
題
で
あ
り
、
こ
の
解

決
を
始
め
と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に

よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の
対
処

が
、
国
際
社
会
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、
こ
の

問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
28
年
度
入
校
者
募
集

　

平
成
28
年
度
入
校
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
科
目

　

電
気
設
備
科
（
定
員
20
人
・
訓

練
期
間
２
年
）

○
応
募
資
格

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

含
む
）。
ま
た
は
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
願
書
受
付

　

Ｂ
日
程　

12
月
４
日
（
金
）
ま
で

　

Ｃ
日
程　

１
月
15
日
（
金
）
ま
で

○
試
験
日

　

Ｂ
日
程　

12
月
11
日
（
金
）

　

Ｃ
日
程　

１
月
29
日
（
金
）

○
試
験
科
目

　

筆
記
試
験
・
面
接

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
４
（
44
）
８
６
７
４

里
親
募
集
説
明
会
の
参
加
者

募
集

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一
員

と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎
え
、
温

か
い
雰
囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

か
た
の
こ
と
で
す
。
養
育
を
お
願

い
す
る
子
ど
も
の
年
齢
は
０
歳
～

18
歳
、
養
育
期
間
は
数
か
月
～
数

年
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

※
現
在
、
県
下
に
は
家
族
と
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
が
約
８
５
０
人
お

り
、
そ
の
う
ち
約
80
人
が
里
親
な

ど
の
家
庭
で
、
約
７
７
０
人
が
児

童
養
護
施
設
や
乳
児
院
な
ど
で
生

活
し
て
い
ま
す
。

○
募
集
説
明
会
日
時

　

平
成
27
年
12
月
10
日
（
木
）

　

１
回
目　

午
後
２
時
～
４
時

　

２
回
目　

午
後
６
時
～
８
時

○
場
所

　

１
回
目　

町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

　

２
回
目　

指
江
庁
舎
２
階
大
ホ
ー
ル

○
内
容

　

映
像
に
よ
る
制
度
紹
介
、
概
要

説
明
、
個
別
相
談
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

☎
（
86
）
１
１
５
７

か
ら
い
も
交
流
・
春

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

日
本
の
大
学
に
在
籍
す
る
外
国

人
留
学
生
を
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
受
け
入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
受
入
期
間

　

平
成
28
年
３
月
13
日
（
日
）
～
27
日

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

平
成
28
年
１
月
20
日
（
水
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
い
も
交
流

　

北
薩
ブ
ロ
ッ
ク
担
当（
西
牟
田
）

　

☎
０
９
０
（
３
６
０
９
）
１
１
２
８
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